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ミクロキェルダ{ノレを簡易化するために酸化後，アンモニアを蒸溜ナるととなく直ちに比色
法を応用する試みは Folin及び、 Denis，くり Wong，∞ Koch及び McMeekin(3)及び Levy(4)等
によって報告されているが，とれ等は何れもアンモニアを Nesslerの試薬を用いて呈色してい
るO 然しアンモユアの微量定量は就に報告したフzノ{ノレ・ヒポグロリット法(5)が，正確でかつ
操作が簡単であるから，程、はとれを血清残余窒素測定に応用した。 
Kjeldahl酸化に当つては，酸化剤として， Borsookρ) Borsook 及て~ Dubno妊くりは週硫酸カ
りとセレンとを， Koch及び McMeekinは過酸化水素を， Levy及び Palmer(めは過般化水
素と趨硫酸カリを， Levyはセレンを用いているが，アンモニアの爽雑が少い過硫酸カリ及び
過酸化水素の純I日が得られ難いので，私はセレンと銅とを含む硫酸を用いた。セレンはフェノ
{ル・ヒポグロリット法によるアンモニアの呈色を障碍しない。銅はインドフェノ.-}レ生成を却
って拐、めるO
たおとのミクロキエルグール法にては酸化に用いられたる硫酸を中和するために，呈色に際
し，フェノ......}レ添加の次に苛性ソ{ダを加えねばたらない。
血清残余窒素測定は私のフェノ.-}レ・ヒポグロリ vト法によれば，被検血清 0.1ml.で充分であ
るO
とのミグロキJレダ{ル法では呈色時の溶液段，炭酸ソ{ダ・重曹i昆液によって緩衝されてい
.るが，酸化用硫酸混液を中和する苛f生ゾ戸ダが過剰になると青色液の吸光係数が低くなるか
ら本法では酸化時に蒸発による硫酸の喪失するとどを可及的避けるように留意されているO 
.~-_r_._........="... M Mアルカリの過剰に反し，酸化前に被検淑中に硫酸か一一一~一一過剰に含まれでも吸光係数は100 1000 
変らたい。本法は被検液が酸化に際し硫酸を消費ナる物質，例へば糖質，脂質を異常に多量に
含むときには不適当である。勿論，酸化後の硫酸を pユトロフェノ{ルを指示薬として予め中
和して， 2N苛性ソ{ダ添加1を省略ナる方法も試みたが実際的でない。但し，血清残余窒素測
定に際し病的に士宮量ナる範囲の血糖は測定値.陀影響しないととは確認した。三塩素酢酸が加熱
に際して分解揮発するととは言うまでもない。
試薬 (3〉 3ι硫安液 1000 
( 1) Kjeldahl用硫酸混液 く4) 5%フヱノ F ル液 

約 2N硫酸 100m!.中に硫酸カリ 19，硫酸銅 0.025 く5) 飽和重菅波
 
g，ご酸化セレシ O.Ol1gを溶かナ。 (6) アンチホノレミシ eY_グ液 
く2) 約 2N苛性 y-夕、 (7) 5%三塩素酢酸 
硫酸混液'調製l亡用いたる 2N硫酸を等容で中和ず (3)--く6)の試薬の詳細は前報ω記載の湿りで
るを要ナる。 ある。
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操 作
く1)酸化
被検波 1ml.を 10mI.の部に日産を附した硬質・試
験管く内径1.5cm，長さ 16.5cm)に移し，とれに 
KjeldahI用硫酸混液 1mI.を加え， 1200Cの乾燥器
に入れ約 1時間放置する。試験智内の溶液が濃縮せ
られ，内容が徴赤色を帯びるに到れば乾燥器より耳元
出しy ビューレヅト立でに試験管を垂直に固定し，そ
の底部を小火焔を以で加熱ナる。加熱開始後間もな
く，硫酸が試験脅監を 2--3cm這り上ると，内容は
脆色ナると共に試験管上部の内壁に7kj商が附着ナる
から とれを除去するため管壁を火焔であぶれつy
いで試験管上部を指で持ち，試験管を水平に保ち，
廻転しつつ硫酸で試験管内墜を 10m!.の日産迄う
るおナ。後再び試験管を垂直に立て，硫酸が試験管
内墜を 10mI.の目盛より約 lcm上の部分迄這い上
るように火招を保って，約5分間加熱を持続して酸
化を終る。 
(2)墨色
試験管を室温に冷却し，水 2ml.を加え，軽〈振
翠しで内容をよく混和し，次いで水冷しつつ 5%フ
ェノ~}レ 2ml， 2 N苛性>'-ダ 1m!.，飽和重曹 1ml.，
アシチホ Jレミン・ y~ 夕、誠 3m!. を加え， ，その都度
上〈振塗し，室温に 20分放置し，7kを加えて全量を、 
10m!.ξ し，その眼光係数を Pulfrich光度計で漉
光板 S61を用いて測定ナる。 (A) との官検として 
*1m!.を同様に酸化，中和，墨色ナ否。くB)他方 
M 硫安1.ml.及び水 1ml.に夫々  Kjeldahl用硫 
1000 
酸混液]ml.を加えて直ちに上越のようにフ土ノー 
¥ 
Jレ，苛性ツー夕、、毎を加えて墨色し，基準液 (C)及
びその盲検くD)とする。
く3) 血清除蛋白
血清残余室索の測定に当つでは予め除蛋白を行
う。主主沈管に 5%三塩素酢酸 2m!.をとれとれに
毛細管ピベヅトで血清 0.1 mI.を加え，三塩素酢酸を
殴ぃ上げてピベット内面をよく洗い流ナ。約四分間
静置後，主主・心沈澱し， 上清を分離し，その 1mI.を
上越の知〈試験管に移して酸化，中和，墨色すとs0 
(Aつ又，この際盲検として水 0.1mI.に 5%三盤
素酢酸 2m1.を加え， その中 1ml.を同様に酸化，
中和，墨色ナる。 (Bつ
計 算 
A-B 
室素量 i'iperm l.==ー 一一一 X28i'C-D 
I~~ ~ ."" 1 A'-B'血清残余窒素量 mg/per ~ 100 m!. = ~一一
・ C-D 
21×
1ー0 
x28mg 
実験
く1) アミノ酸4種くト Pプトファン，ヒ久チジ 
ν，チロジ;:..--，アスパラギン〉の水溶液につき本法
により測定し，哩論値に極めて一致する測定値を得
た。(単位i'/perml.)との実験ではアミノ酸液 1 
ml.を直ちに硫酸混液]m:Lを用いて酸化した。 
M ァスベラギシくN=28 r/per凶.)
1000 
表1. 
b. 28 r /per m I.) 
27.9 
99.8 
= (N~チロジレ
500 
表 2. 
測定値 1 27.91 28.01. 27.61 28.01 28.2 
検出卒 C%) 
27.91 27.81 27.81 28.41 27.9 
99.8 
c. _~壬ヒ λ ナジ ν くN=28 r!per m I.)
1500 

表 3.
 
測定値
検出率 C%)
. 2ι トPプトファンくN =28 r!per m l.)
1000 
4. 
1'-2
表
1正r-4~-l--5 
27.9測定値
99.8検出卒く%)
6 I j8 平均値7 I
28.0 27.9 
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く2) カぜイジく武田製〉水溶液についてマクロ (3) 同一血清についで数回の残余窒素測定を行
キエルグ-}レ法と本法とを行い，互いに極め定一致 ぃ，互いに極めて一致ナる測定値を得た。く単位
ナ.o測定値(%N)を得た。との実験ではマクロキ mg/ per 100 m 1.) 
エルグール法にはカぜイシ 2g/per100m!.液 10ml・ 表 6.
を用い，く測定値の単位， g/per 100 mJ.)本法には
カぜイシ 0.02g/per 100m!.液 1m!.を用いた。く測，
定値の単位sくmg/per100 m 1.) 
表 5.
総括
フzノF・・ル・アンチホルミン法によるアンモェア定量法を用いるミグロ〆キエルグール法を考案
した。酸化用の触媒として銅とセレン塩を添加した。生成アンモェアを蒸溜するととたくイン
ドフzノ{ル青を生成せしめて吸光係数を測定するoアミノ酸N測定にはその M 液 1ml.，1000 
また残余窒素測定には 0.1ml.の血清で充分であるO
本研究は赤松教授の指導により文部省科学研究費によって行われた。ととに深甚なる感謝の意を
表する。
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